売　買　契　約　書
発注者「四万十町」と受注者「　　　　　　　　　　　」は、
　　　　　　　　　　事業に伴う下記物品の売買について次のとおり売買契約を締結する。
（信義誠実の義務）
第１条　発注者及び受注者は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。
（契約の内容）
第２条　発注者が受注者から購入する物品の品名、規格、仕様、数量、契約金額、納入期限及び場所は次のとおりとする。
（１）品名、規格、仕様、数量　　　別紙仕様書のとおり
（２）契約金額　￥　　　　　　　　　　-
（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額￥　　　　　　-）
（３）納入期限及び場所
令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までの期間に発注者の指定する場所に納入するものとする。ただし、天災、地変等のため発注者が止むを得ない理由と認めたときはこの限りでない。
（納入の通知）
第３条　受注者は物品を納入しようとするときは、その旨を発注者に通知しなければならない。
（検査の時期）
第４条　発注者は物品の納入を受けたときは、その日から５日以内に検査を行わなければならない。
２　発注者は、検査の結果、契約の内容の全部または一部が契約に違反し、又は不適当であることを発見したときは、受注者に対して修繕又は他品との交換を求めることができる。
　　この場合において、前項の時期は、発注者は受注者から修繕又は交換を完了した旨の通知を受けた日から起算して１０日以内とする。
（瑕疵責任）
第５条　物品引渡後において隠れた瑕疵が発見されたときは、受注者はこれの修理又は部品の取替について発注者の要求に異議なく応じなければならない。
（保証期間）
第６条　受注者は、納入後１２ヶ月間発注者の事故によらない製作上の不備又は不良の点による修繕並びに部品の交換を無料で実施するものとする。
（支払の時期）
第７条　受注者は検査確認後、適法の支払請求書を発注者に提出するものとする。
２　発注者は前項による請求書を受理した日から３０日以内に本契約金額を受注者に支払うものとする。
（履行遅延に伴う違約金等）
第８条　発注者は、受注者がその責めに帰する事由により納入期限内に物品を納入しなかったときは、当該納入遅滞部分にかかる契約金額に対し、当該納入期限の翌日から納入した日までの日数（検査に要した日数は算入しない。）に応じ、年２．６パーセントの割合で計算した金額を違約金として徴収する。ただし、違約金の額が１００円未満の場合は、この限りでない。
２　前項の違約金の額を計算する場合における年当たりの割合は、３６５日当たりの割合とする。
（契約の解除）
第９条　発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、催告を行うことなく、この契約の全部または一部を解除することができる。
（１）この契約に定める義務を履行しないとき。
（２）受注者が四万十町の事務及び事業における暴力団の排除に関する規則第２条第２項第５号に定める排除措置対象者（以下「排除措置対象者」という。）に該当するとき、又は第１１条の規定による報告等の義務を履行しなかったとき。
（損害賠償等）
第10条　受注者は、この契約に定める義務を履行しないため、発注者に損害を与えたときは、その損害に相当する金額を損害賠償として発注者に支払わなければならない。
（排除措置対象者からの不当介入に係る報告等の義務）
第11条　受注者は、この契約の履行に関し、排除措置対象者から不当要求又は違法行為を受けたときは、速やかに警察に通報するとともに、発注者に報告しなければならない。
（秘密の保持）
第12条　受注者は、この契約の履行の過程で知り得た秘密を他に漏らしてはならない。
（契約の費用）
第13条　この契約に要する費用は、受注者の負担とする。
（疑義の決定等）
第14条　この契約について疑義を生じたとき又はこの契約に定めのない事項については、発注者と受注者とが協議して定めるものとする。
（裁判管轄）
第15条　この契約に係る訴訟については、高知地方裁判所をもって合意による専属的管轄裁判所とする。
本契約の証として本書２通を作成し、発注者及び受注者が記名押印のうえ各自その１通を保有するものとする。
令和　　年　　月　　日
発注者　　　四万十町
職氏名　　四万十町長　　中　　尾　　博　　憲　　㊞
受注者　　　住所
　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
